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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	     前野　起三子

	大 会 名
	IODA  North  American Championship

	開 催 地
	メキシコ　Valle  de  Bravo

	大 会 期 間
	10月21日～28日


	開催地域の様子
	気温は標高が高いため朝晩の寒暖の差はありますが、比較的すごしやすかったです。日中は半そで短パン、夜はパーカーを着て過ごしました。雨は一度も降りませんでした。

開会式はハーバー近くの公園広場で行われ、地元の人たちも参加しました。英語はほとんど通じませんでした。ちょうどフェスティバルの時期で、夜でも街中は人で賑わっていました。

お店はたくさんあり飲料水や嗜好品などはそのつど買うことができましたが、ランドリーは閉店時間が早く利用できませんでした。

	宿泊場所
	ハーバーから歩いて20分くらいのところにありました。朝はハーバーまで運動がてら歩いて行き、帰りは大会の用意した車、バスで帰りました。アメリカチームと同じでしたので、トラッキングを一緒に見たり遊んだりとリラックスできました。

シャワーのお湯がぬるい部屋もありました

洗濯はホテルのオーナーの好意によりホテルの洗濯乾燥機を借りることができました。

	大会の対応は
	わからないことには丁寧に対応してくれました。簡単な英語でわかりやすく説明してくれました。

	選手たちの

 コンディションは？


	少しお腹の調子がよくない子もおりましたが、全般的に寝込むこともなく、元気に過ごすことができました。食事はおいしかったですが毎日あまり変わりませんでした。しかし皆、しっかり毎食食べることができたので体調は良好でした。

	役員として気をつけたことは？
	4人とも最後のOPレースでしたので、悔いの残らないレースにしてほしいと思い、前向きな気持ちになるような言葉がけを心がけました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	とてもリラックスして過ごしているように見えました。すごく日本に興味があるようでした。

選手権全体を楽しんでいました。

	日本の選手を見て感じたことは？
	初日は海外の選手のペースにのまれていましたが、二日目からはどんどん積極的に行動し、レースでも落ち着いていたと思います。一人でも外国人の中に入って楽しむことができ、本当に頼もしく思いました。

	Spare dayの過ごし方は？


	午前中はゆっくり過ごし、近場の滝を見に行くアドベンチャーツアーに参加しました。街の雰囲気も見たいので、民芸品店でお土産を買ったり、外食をしました。

楽しい一日でしたが、体をしっかり休めることもできリフレッシュできました。

	日本チームとして

の課題
	陸上でコミュニケーションがとれると、レースでも臆することなく積極的にいけるのではと思いました。

初日からどんどん周りに話しかけていけるようにすればよいと思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	とても楽しい、充実した日々を過ごすことができました。これからもひとりでも多くの選手が海外遠征に参加できればと思います。

	その他
	北米選手権に参加できるようにご尽力いただいた皆さんに感謝いたします。また、クラブの枠を超えていろいろなアドバイスをしてくださったお父さん方にも本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

